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授業概要

目的・目標

準備学習

授
業
計
画

配布資料とスライドとで補足をしながら講義を行います。（教科書の該当する箇所で予習をしてください）
病院で勤務した臨床工学技士がこの授業を担当します。
オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知いたします。

参考図書

教員からの
メッセージ

到達目標：薬害の定義と歴史、医療事故についてわかる。
学習内容：薬害や医療事故とその倫理問題について学ぶ。

到達目標：人工妊娠中絶の日本における現状と倫理問題についてわかる。
学習内容：人工妊娠中絶とその倫理問題について学ぶ。

到達目標：生殖補助技術とその倫理的問題点についてわかる。
学習内容：生殖技術の発展・拡大とその倫理問題について学ぶ。

到達目標：様々な臓器移植とその倫理的問題点についてわかる。
学習内容：移植医療とその倫理問題について学ぶ。

到達目標：がん治療とその限界、緩和医療および安楽死問題の現状についてわかる。
学習内容：終末期医療、安楽死とその倫理問題について学ぶ。

薬害と医療事故

人工妊娠中絶

生殖技術

移植医療

終末期医療と安楽死

患者の権利
到達目標：患者の権利に関する宣言についてわかる。
学習内容：患者の権利と生命倫理について学ぶ。

到達目標：医療の目的と医療システムについてわかる。
学習内容：チーム医療と生命倫理について学ぶ。

チーム医療

臨床研究の倫理
到達目標：「ヘルシンキ宣言」について理解し、研究倫理がわかる。
学習内容：科学的医学の論理と倫理について学ぶ。

生命倫理とは何か
到達目標：生命倫理の展望がわかる。
学習内容：生命倫理の成立過程や位置づけについて学ぶ。

原則と理論
到達目標：生命倫理の諸原則についてわかる。
学習内容：生命倫理の原則と理論について学ぶ。

患者－医療者関係
到達目標：インフォームド・コンセントの理念や患者-医療者関係についてわかる。
学習内容：インフォームド・コンセントとその問題点について学ぶ。

対面・オンライン共通 ： レポート（100%）にて評価する。

臨床工学技士標準テキスト（第４版） 小野哲章 金原出版

科目名 生 命 倫 理
教員名 佐藤　宜伯 時間割表参照

(時間割参照)

医療・保健学分野の仕事は、人の生命に直接関係する。また、この分野の知識・技術は高度に発達している。このた
め、患者・被験者・利用者に対して、生命倫理面でも適切に対応する必要があり、高い倫理観が求められる。この授
業では、生命倫理の基本原則の確立や普及に大きな影響を及ぼした倫理綱領・倫理規程を読むとともに、先端医療の
具体例により生命倫理の今日的課題について学ぶ。こうした学習を通して、生命倫理の基本原則を修得し、高い倫理
観の涵養に役立てる。

目的：医療従事者に不可欠な生命倫理を身につける
目標：①生命倫理の基礎となる倫理綱領や倫理規定を学習する、②先端医療における生命倫理の今日的課題を
理解し、医療従事者としての姿勢を習得する

毎回の授業について少なくとも１時間程度の予習・復習をすること。

授業項目 到達目標・学習内容

遺伝子技術

再生医療

臨床工学技士の職業倫理

生命倫理のまとめ

到達目標：様々な再生医療ととその倫理的問題点についてわかる。
学習内容：再生医療とその倫理問題について学ぶ。

到達目標：医療施設において臨床工学技士が直面する倫理的問題についてわかる。
学習目標：臨床工学技士に求められる職業倫理について学ぶ。

14回目までの講義のまとめを行い、生命倫理に関するレポートの課題を与える。

到達目標：遺伝子診断や優生学的問題についてわかる。
学習内容：遺伝子技術とその倫理問題について学ぶ。


